
 
 

 

札幌市の環境方針 

 

1 基本理念 

 札幌市役所は、市内で最大規模の事業者として、また、市民や事業者の先導役となるべく、

環境マネジメントシステムを活用し、エネルギー使用量やエネルギー経費等の削減に継続し

て努めてきました。 

 一大消費都市である札幌市は、多くのエネルギーや生物資源を消費することから、地球環

境への負荷を継続的に低減していくためには、すべての市民や事業者の皆様の理解とそれぞ

れのライフスタイルや事業活動の見直しなどの具体的な行動が必要です。 

 私は、積雪寒冷地である札幌の地域特性を踏まえた省エネ技術や再生可能エネルギーを積

極的に活用し、環境マネジメントシステムの継続的改善を図ることにより、全庁一丸となっ

て、札幌市役所の事務事業に伴うエネルギー使用量及び温室効果ガス排出量を着実に削減し

ていきます。 

 また、市民、企業、行政の総力である「市民力」を結集し、低炭素型のまちづくりや、生

物多様性の保全に取り組むことで、自然と共生する快適な都市「環境首都・札幌」、さらに

は、「魅力と活力にあふれた暮らしやすい街」さっぽろの実現を目指してまいります。 

2 環境保全行動への基本方針 

 全ての部局は、所管する事務事業について、環境に関する法令を遵守することはもとより、

環境配慮の取組を推進し、特に以下の項目に重点的に取り組むことにより、環境への負荷を

継続的に低減し、まちの魅力を向上させます。 

 1 省エネルギーの取組及び新エネルギーの導入を推進します。 

 2 廃棄物の発生抑制、再利用、再資源化を推進します。 

 3 環境負荷の少ない製品やサービスの利用を推進します。 

 4 事務事業のみならず、公共工事・委託業務における環境負荷を低減します。 

 5 環境問題に関する啓発・教育活動を推進します。 

 6 生物多様性の保全に向けた取組を推進します。 

 7 環境保全の取組をすすめ、地域経済の発展につなげていきます。 

 この環境方針及び環境活動の成果は、市民に公表するとともに、市民からの意見を市政運

営に反映させていきます。 
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